
（別紙３）

～ 令和7年1月12日

（対象者数） 21 （回答者数） 18

～ 令和6年12月28日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

研修への参加。

訓練、検査道具等の充実を図り子どもたちに還元していく。

2

子どもの発達に応じて、柔軟に個別と集団での対応を検討し

包括的に支援していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域の福祉施設などについて知る。

情報収集。

2

情報収集。

就学に向けた保護者会の開催に向けて準備する。

3

専門的な支援。 検査、評価をしている。

個別、集団での対応。 部屋の確保。

職員体制の調整。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域連携。 外部の福祉機関と関わる機会がなく把握が不十分であった。

保護者会、父母会の実施。 準備のための人員の確保。

駐車場の確保。

令和6年12月21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年1月22日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援 放課後等デイサービス にじ

○保護者評価実施期間
令和6年12月21日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


